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 事業概要 

JONATHAN を⽤いて⽕星エアロキャプチャ中の熱空⼒データを取得する. 
 

 JSS2 利用の理由 

JONATHAN を⽤いる必要があるため. 
 

 今年度の成果 

JONATHAN を⽤いて⽕星エアロキャプチャにおけるエアロシェル周りの加熱率分布を取得した. 
その結果, 淀み点加熱率は 1.2 MW/m2 程度となった. また, ⽕星⼤気の場合でも地球⼤気の場合と同
様に背⾯の加熱率は前⾯に⽐べてかなり⼩さく, 淀み点加熱率の 1/10 を想定しておけば⼗分であるこ
とが分かった. 

 

大気突入機の熱空力評価システムの高度化 
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図 1: エアロシェル周りの加熱率分布 

 
 

 成果の公表 

なし 
 

 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.04 
     
     
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 49 
１ケースあたりの経過時間 12 時間 
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内訳 
計算資源 

計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 
SORA-MA 231,991.27 0.03 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 435.51 0.45 
/data 8,519.49 0.15 
/ltmp 9,440.11 0.81 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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